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広報 2平成25年8月号

特 
集

津
南
は
昔
、海
の
底
だ
っ
た
。

こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
大
地
の
歴
史

「
苗な

え

場ば

山さ

ん

麓ろ

く

ジ
オ
パ
ー
ク
」
構
想

知
っ
て
ま
し
た
？
私
た
ち
の
住
む
こ
の
津
南
は
、昔
、海
の
中
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
。

　
本
紙
４
月
号
に
も
研
究
者
の
観
点
か
ら
見

た
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
特
集
し

ま
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
！

と
い
う
も
の
を
３
点
ほ
ど
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

［
図
①
］
そ
の
昔
、
津
南
は
海
の
中
で
し
た
。

　

左
の
図
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま

す
が
、
約
２
０
０
万
年
前
ま
で
は
、
津
南
は

海
の
中
で
し
た
。

　

こ
の
段
階
で
は
、
津
南
は
も
と
よ
り
新
潟

県
の
大
部
分
が
海
の
中
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

［
図
②
］
１
０
０
万
年
前
に
大
地
が
隆
起
し

始
め
、
徐
々
に
現
在
の
形
に
近
づ
い
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
地
の
隆
起
に
よ
り
、
海
だ
っ
た
地
域
に

陸
地
が
現
れ
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

信
濃
川
は
こ
の
時
、津
南
で
は
な
く
上
越
の

あ
た
り
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

［
図
③
］
さ
ら
に
大
地
の
隆
起
が
進
み
、
上

越
の
あ
た
り
に
丘
陵
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
高
田
側
に
流
れ
込
ん
で
い
た
千
曲
川
は

丘
陵
や
、
山
地
に
よ
っ
て
現
在
の
信
濃
川
へ

と
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
地
の
変
化
を
知
る
と
、
津
南
は

昔
、海
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
頷
け
ま
す
ね
。

　

こ
の
大
地
が
隆
起
し
た
、
と
い
う
説
で
す

が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
山
伏
山
で
は
貝
殻
の

化
石
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

［図①］ 約200万年前

［図②］ 約100万年前

［図③］ 約40 〜 30万年前

※イメージ図



3 広報 平成25年8月号

特集 —「苗場山麓ジオパーク構想」津南は昔、海の底だった。

も
う
一
度
お
さ
ら
い
！

河
岸
段
丘
っ
て
ど
う
や
っ
て
出
来
た
の
？

世界に誇る「河岸段丘」
中津川が作り出した大地の芸術作品

段丘に流れていた中津川は、蛇行し、洪水の時
には、大量の砂や礫を運搬・堆

たいせき

積して、広く平
らな土地を作りだします（氾

はんらんげん

濫原）。

大地の隆起と中津川の蛇行や洪水による浸食・
運搬・堆積が続くことで、段丘と段丘崖の形成が
進み、棚田のような階段状地形が出来上がります。
例えば、米原と沖ノ原は同じ高さになります。

そして、大地の隆起が起こり、元の川原は段丘
となります。新しい川原との間は、段丘崖とな
ります。そして、中津川は、両岸を削り、また
川原を広げて行きます。

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
に
？

　

直
訳
す
る
と
「
大
地
の
公
園
」
と
い
う
意
味
に
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
地
球
の
成
り
立
ち
を

観
測
で
き
る
地
形
や
地
質
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た
生

態
系
と
私
た
ち
祖
先
の
歴
史
文
化
を
守
り
な
が
ら

体
感
し
て
楽
し
く
学
ぶ
場
、
そ
れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク

で
す
。

　

近
い
言
葉
に
、
先
日
富
士
山
が
認
定
さ
れ
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
「
世
界
遺
産
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
世
界
遺
産
と
は
、
対
象
の
保
護
保

全
を
目
的
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
保
護
・
保
全

を
し
な
が
ら
、
地
学
や
歴
史
を
勉
強
す
る
場
、
そ

れ
が
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

現
在
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
の

は
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
ほ
か
25
の
地
域
、そ
の
内
、

５
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
は
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

13

2

出典「信濃川・越後平野の地形と地質」
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PICK UP!

隆
起
し
た
。

削
ら
れ
た
。

だ
け
じ
ゃ
な
い
。

も
う
一
つ
こ
の
津
南
の
大
地
の
歴
史
を
振
り
返
る
上

で
、
欠
か
せ
な
い
の
が
信
仰
の
対
象
と
も
な
っ
て
い

た
苗
場
山
。
活
火
山
だ
っ
た
苗
場
山
が
も
た
ら
し
た

も
の
。
今
あ
る
暮
ら
し
は
実
は
噴
火
と
深
く
ふ
か
～

く
絡
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

隆
起
と
浸
食
に
よ
り
出
来
た
現

在
の
津
南
の
地
形
で
す
が
、
も
う

一
つ
重
要
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
苗
場
山
の
噴
火
で
す
。

　

苗
場
山
が
噴
火
し
た
の
は
、
お

よ
そ
30
万
年
前
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
頃
は
ま
だ
現
在
の
中
津

川
渓
谷
は
無
く
、
噴
火
し
た
溶
岩

は
、
米
原
や
沖
ノ
原
に
広
が
る
段

丘
面
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
し
て

固
ま
り
ま
し
た
。
現
在
の
天
上
山

や
、
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
、

妙
法
牧
場
の
あ
る
起
伏
に
富
ん
だ

緩
や
か
な
山
の
形
は
、
こ
の
流
れ

出
た
溶
岩
が
固
ま
っ
た
形
を
そ
の

ま
ま
現
在
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

溶
岩
が
固
ま
っ
た
地
層
は
水
を

よ
く
通
し
、地
下
へ
落
ち
た
水
を
濾

過
し
な
が
ら
、や
が
て
地
表
へ
と
湧

き
出
し
ま
す
。こ
の
先
端
部
に
多
く

の
湧
水
が
点
在
し
、そ
の
一
つ
が
名

水
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
竜
ヶ
窪

の
水
で
す
。人
が
生
ま
れ
る
遥
か
前

に
起
こ
っ
た
こ
の
噴
火
に
よ
っ
て
、

津
南
の
豊
か
で
多
種
多
様
な
生
態

環
境
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

結
東
の
石
垣
田
か
ら
見
え
る
柱
状
節
理

は
２
段
に
別
れ
て
い
る
。
約
60
万
年
前

に
噴
火
し
た
鳥と

り

甲か
ぶ
と

山や
ま

の
溶
岩
（
下
）
の

上
に
や
が
て
土
が
堆
積
し
、
そ
の
上
に

約
30
万
年
前
に
噴
火
し
た
苗
場
山
の
溶

岩
（
上
）
が
重
な
っ
て
い
る
。
土
の
層

に
は
樹
木
が
根
付
き
、
秋
に
は
２
段
に

分
か
れ
た
紅
葉
と
雄
大
な
柱
状
節
理
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

ジオパークの名称の「苗場
山麓」は苗場山を中心とし
た大地や歴史、文化の地域
をさし、現在の津南町、栄
村、十日町市中里地区に
渡ったエリアの総称です。

苗場山の噴火と流れだした溶岩

苗場山の溶岩

（約30万年前）

鳥甲山の溶岩

（約60万年前）



5 広報 平成25年8月号

特集 —「苗場山麓ジオパーク構想」津南は昔、海の底だった。

日
本
で
も
特
異
な
環
境
。

み
ど
こ
ろ
が

　
　
た
く
さ
ん
っ
！

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
普
段
私
た
ち
が
見
慣
れ
て
い
る
地
形
や
地
質
も

ガ
イ
ド
か
ら
そ
の
成
り
立
ち
や
そ
こ
に
息
づ
い
て
い
る
動
植
物
、

人
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
聞
く
こ
と
に
よ
り

知
識
と
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

まずはジオツアーに参加してみよう。
　ジオパークジオパークと言われても…何をすればいいの
でしょうか？
　４月に立ち上げたジオパーク推進準備室では、町内にた
くさんあるこの大地のみどころ（ジオサイト）をめぐるツ
アーを始めています。私たちが住んでいるこの大地が、い
かに世界でも特異な環境なのかをみなさんから知っていた
だき、町民一人ひとりが誇れる津南町にしていきたいと考
えています。
　私たちは小学生の時、社会科や総合学習の時間に「わた
したちのつなんまち」として河岸段丘のなりたちや自然環
境などを勉強してきました。今回の特集は、その時習った
ことを大人になってから再度、復習するという意味合いで
組みました。
　自然や、歴史、遺跡など特色あるこの大地を知り、地域
の宝としてみなさんで保全、活用していき、エコツアーや
観光で来町されるかたをおもてなしすることが出来れば、
それが結果として、ジオパークへの認定へつながるのです。
■お問い合せ
　ジオパーク推進準備室　℡ 765-3118（教育委員会内）

↑ガイドから話を聞く参加者たち
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か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

『
特
別
警
報
』の
発
表
を

　
　
　
　
　
　

開
始
し
ま
す
。

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ 

平
成
25
年
度
第
３
回

認
知
症
相
談
会
の
お
知
ら
せ

ま
さ
か
?!
に
役
立
つ

サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験

～
８
月
30
日
開
始
予
定
～

　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、大
雨
や
津
波
、高
潮
な

ど
に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ

る
時
に
、警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け

て
き
ま
し
た
。よ
り
甚は
な
は

だ
し
い
大
雨
や
大
き
な

津
波
等
が
予
想
さ
れ
、重
大
な
災
害
に
よ
る
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、特

別
な
警
戒
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
、新
た
に「
特

別
警
報
」を
発
表
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象
は「
東
日
本

大
震
災
」、我
が
国
の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を

記
録
し
た「
伊
勢
湾
台
風
」の
高
潮
、甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た「
平
成
23
年
７
月 

新
潟
・
福

島
豪
雨
」な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、お
住
ま
い

の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非

常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。屋
外
の
状
況

や
、津
南
町
か
ら
発
表
さ
れ
る
避
難
指
示
・勧
告

等
に
留
意
し
、た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、大
雨
等
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、時
間
を

追
っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、警
報
等
の
気
象

情
報
に
注
意
し
て
、早
め
早
め
の
行
動
を
と
る

　

現
在
、十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、応
急
手

当
の
裾
野
を
広
げ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
応
急

手
当
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習（
60
分
）」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

し
て
い
ま
す
。ま
た
、受
講
１
ヶ
月
以
内
に
Ｗ
Ｅ

Ｂ
講
習
を
実
施
後
に
表
示
さ
れ
る「
受
講
証
明

書
」を
印
刷・
持
参
し
救
命
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ
を
受

講
す
る
こ
と
に
よ
り
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
の
修
了

証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

●
救
命
入
門
コ
ー
ス
Ⅱ

■
日
時　

９
月
９
日
㈪
・
10
月
９
日
㈬

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

■
受
講
条
件　

・
救
命
入
門
コ
ー
ス
Ⅰ
の
受
講
日
か
ら
１
年
以

　

今
年
度
３
回
目
の
専
門
医
に
よ
る
認
知
症
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福
祉
保

健
課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
25
年
９
月
19
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院
院
長　

稲
月　

先
生

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
締
切　

９
月
12
日
㈭

　

た
だ
し
、定
員（
４
名
）が
あ
り
ま
す
の
で
、定

員
に
な
り
次
第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　

今
年
度
、同
相
談
会
を
あ
と
１
回
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

■
日
時　

９
月
１
日
㈰
防
災
の
日

■
会
場　

十
日
町
市
総
合
体
育
館
前

　
　
　
　

総
合
防
災
訓
練
会
場
内

⑴
サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験

■
時
間　

午
前
10
時
半
～
11
時
15
分

■
内
容

　

災
害
時
で
も
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、限
ら

れ
た
条
件
で
の
サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
を
３
品

調
理
し
、災
害
時
の
食
の
備
え
を
紹
介
し
ま
す
。

■
定
員

　

小
学
生
30
名（
小
学
３
年
生
以
下
の
方
は
、保

護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

■
お
申
し
込
み

　

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、事
前

に
①
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
②
連
絡
先
の

住
所
・
電
話
番
号
の
２
点
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

こ
と
が
あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kishou/
know

/tokubetsu-keiho/index.htm
l

■
問
い
合
わ
せ

　

気
象
庁
新
潟
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　

℡
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
８
７
２

内
、又
は
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
証
明

書
の
発
効
日
か
ら
１
ヶ
月
以
内
で
あ
れ
ば
、十
日

町
市
・
津
南
町
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方（
中
学
生

以
上
）な
ら
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
℡
７
５
７
‐

１
５
５
８
）ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.tokam

achi-kouiki.jp

）

※
講
習
当
日
に「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受

講
証
明
書
」を
御
持
参
く
だ
さ
い
。

24時間テレビ36「愛は地球を救う」
チャリティー募金にご協力を

お願いします！
今年のテーマ『ニッポンって…? ～この国のかたち～』

　募金は全額「福祉」「環境」「災害援助」の３
つの分野で活用されます。
■日時　8 月 25 日㈰ 10:00 ～ 18:00
■会場　津南ショッピングセンター
　　　　「清水フード・メルシーつなん」様
　　　　店舗入り口付近
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第
24
回
消
防
ひ
ろ
ば
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

平
成
25
年
度
糖
尿
病
予
防
の

　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ニ
ス
教
室
開
催
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

■
日
時　

９
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　

越
後
妻
有
交
流
館　

キ
ナ
ー
レ

　
　
　
　
（
ク
ロ
ス
10
と
な
り
）

■
内
容

　

消
防
訓
練
、ミ
ニ
消
防
車
、ち
び
っ
こ
救
助
隊
、

風
船･

か
き
氷
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
１
５
５
７

～
い
つ
ま
で
も
若
く
い
る
た
め
に
～

　

ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。
生
活
習
慣
変
え
る
な
ら
…
今

で
し
ょ
！

■
日
時　

９
月
７
日
㈯　

ク
ロ
ス
10

■
時
間　

正
午
～
午
後
３
時
50
分

■
内
容

　

無
料
で
出
来
る
糖
尿
病
リ
ス
ク
に
関
係
す
る

８
項
目
の
検
査
や
、健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
で
健
康
食

の
試
食
な
ど
健
康
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

ま
た
午
後
２
時
半
よ
り「
攻
め
の
健
康
守
り
の

健
康
」と
題
し
、県
労
働
衛
生
医
学
協
会　

大
西

常
務
理
事
よ
り
特
別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

津
南
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
初
心
者
か
ら
経
験

者
ま
で
を
対
象
に
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
一
般
の
か
た
ま
で
ど
な
た
で
も

参
加
出
来
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

９
月
６
日
～
10
月
８
日
ま
で
の

　
　
　
　

火
曜
日
と
金
曜
日（
全
10
回
）

　
　
　
　

雨
天
の
場
合
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

■
場
所　

中
津
川
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

郡市発明工夫模型展・生物標本展
　津南町、十日町市の小中学生制作による
発明工夫、模型作品、標本等の展示が行われ
ます。
■日程　９月 14日㈯～ 16日㈷
■時間
　午前９時 30分～午後５時
　※最終日のみ午後２時まで
■会場　十日町市クロス 10
■お問い合わせ
　十日町市立理科教育センター
　℡ 752 － 4632

⑵
災
害
時
の
食
の
備
え
展
示
・
試
食

■
時
間　

午
前
９
時
半
～
正
午（
１
以
外
の
時
間
）

■
内
容

　

３
日
分
の
食
料
例
や
、準
備
し
て
お
く
と
役
立

つ
食
料
や
物
品
例
の
展
示
、サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ
キ

ン
グ
の
作
り
方
の
紹
介
、試
食
、食
の
備
え
資
料

な
ど
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

※
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　
（
十
日
町
保
険
所
）

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
１

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
１

■
時
間　

午
後
７
時
～
９
時

■
参
加
料
（
ボ
ー
ル
代
）

　

大
人　

３
０
０
円
／
１
回

　

学
生
・
子
ど
も　

１
０
０
円
／
１
回

■
そ
の
他

　

貸
し
出
し
用
の
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
有
。低
学

年
向
け
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ラ
ケ
ッ
ト
・
ス
ポ
ン
ジ

ボ
ー
ル
で
行
う「
ス
ポ
レ
ッ
ク
」も
体
験
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
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こ
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
結
果
が

出
た
入
賞
者
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。入
賞
者
の
内
、各
種
目
上
位
３
位
ま
で
を

掲
載
し
ま
す
。

（　

）は
学
校
名
、敬
称
略
、新
は
、大
会
新
記
録

■
５
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
小
島
弥
子（
津
南
）②
小
島
花

梨（
津
南
）③
瀧
澤
友
佳（
中
津
）

100
ｍ
自
由
形
①
薗
部
一
歩（
津
南
）②
福
原
鈴

花（
外
丸
）③
小
林
美
幸（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
薗
部
一
歩（
津
南
）②
渡
邊
倫

（
中
津
）③
福
原
好
乃（
外
丸
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
渡
邊
倫（
中
津
）②
福
原
好
乃

（
外
丸
）③
樋
口
真
南（
津
南
）

第
45
回
津
南
町
小
学
校  

親
善
水
泳
大
会
結
果

（
７
月
26
日
開
催　

会
場

：

津
南
小
学
校
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
日
熊
千
穂（
津
南
）②
小

島
弥
子（
津
南
）③
風
巻
奈
沙（
外
丸
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
風
巻
奈
沙（
外
丸
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
富
澤
梨
花
子（
中
津
）②
樋
口

真
南（
津
南
）③
小
島
花
梨（
津
南
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
福
原
鈴
花（
外
丸
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
日
熊
千
穂（
津
南
）

■
５
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
林
亮
太（
津
南
）②
髙
橋
駿

（
芦
ヶ
崎
）③
大
平
拳
吾（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
村
山
克
輝（
外
丸
）②
矢
口
竜

也（
津
南
）③
村
山
晴
斗（
津
南
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
島
田
季
尚（
津
南
）②
涌
井
温

希（
外
丸
）③
樋
口
龍
斗（
中
津
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
島
田
季
尚（
津
南
）②
涌
井
温

希（
外
丸
）③
江
村
海
里（
外
丸
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
大
平
拳
吾（
津
南
）②
矢

口
竜
也（
津
南
）③
風
巻
陽
翔（
外
丸
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
石
沢
宏
郎（
上
郷
）②
本
山
雄

太（
津
南
）③
中
澤
優
季（
中
津
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
村
山
克
輝（
外
丸
）

■
６
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
磯
部
あ
ゆ（
津
南
）②
木
内
妙

（
芦
ケ
崎
）③
山
本
理
絵（
津
南
）

100
ｍ
自
由
形
①
髙
波
舞（
津
南
）②
山
本
理
絵

（
津
南
）③
山
本
愛
梨（
上
郷
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
福
原
悠
以（
中
津
）②
桑
原
あ

か
り（
中
津
）③
涌
井
み
な
み（
中
津
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
磯
部
あ
ゆ（
津
南
）②
島
田
陽

菜（
上
郷
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
粉
川
桃
花（
上
郷
）②
島

田
陽
菜（
上
郷
）③
福
原
悠
以（
中
津
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
新
八
重
沢
夏
帆（
津
南
）②
髙
波

舞（
津
南
）③
木
内
妙（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
月
岡
樹
音（
中
津
）②
福
原
未

来（
外
丸
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
八
重
沢
夏
帆（
津
南
）

②
月
岡
樹
音（
中
津
）③
粉
川
桃
花（
上
郷
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）	①
津

南
Ａ
②
津
南
Ｂ
③
上
郷

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）新
津
南

Ａ
②
津
南
Ｂ
③
芦
ケ
崎
Ａ

■
６
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
服
部
充
希（
津
南
）②
小
島
伊

織（
津
南
）③
山
田
玲（
中
津
）

100
ｍ
自
由
形
①
小
島
伊
織（
津
南
）②
滝
沢
駿

哉（
芦
ヶ
崎
）③
田
中
歩
夢（
外
丸
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
薗
部
太
郎（
津
南
）②
涌
井
泰

成（
上
郷
）③
恩
田
峻（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
服
部
充
希（
津
南
）②
薗
部
太

郎（
津
南
）③
桑
原
唯
人（
中
津
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
中
村
儒
誉（
津
南
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
井
ノ
川
航
大（
津
南
）②
山
田

玲（
中
津
）③
樋
口
純
平（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
井
ノ
川
航
大（
津
南
）

②
樋
口
純
平（
津
南
）③
田
中
歩
夢（
外
丸
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）①
津

南
Ａ
②
上
郷
③
芦
ヶ
崎

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）①
津
南

Ａ
②
芦
ヶ
崎
Ａ
③
津
南
Ｂ
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顔
に
つ
い
て

津
南
病
院　

整
形
外
科
外
来　

島
田
芸
子

外
来
は
病
院
の
〝
顔
〟
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

顔
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
眼
・
鼻
・
口
と
い
っ

た
生
き
る
う
え
で
重
要
な
感
覚
器
が
集
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
、
ま
た
個
々
人
を
識
別
す
る
際
の
看
板

的
部
分
で
あ
る
な
ど
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
顔

と
い
う
の
は
と
て
も
重
要
な
場
所
の
よ
う
で
す
。

ま
た
顔
に
は
筋
肉
が
あ
り
無
意
識
の
う
ち
に
表
情

を
変
え
た
り
、
意
図
的
に
動
か
し
た
り
し
ま
す
。

患
者
様
が
「
良
く
な
っ
た
っ
て
ー
」
と
笑
顔
で

話
さ
れ
る
と
こ
ち
ら
も
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま

す
。
反
対
に
辛
い
時
、
苦
し
い
時
に
は
笑
顔
が
消

え
ま
す
。
忙
し
く
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
怖
い

顔
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
顔
か
ら
発

し
、
得
ら
れ
る
情
報
は
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま

す
。
皆
様
に
は
私
た
ち
の
顔
が
ど
の
よ
う
に
写
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

病
院
通
い
は
で
き
る
だ
け
し
た
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ど
う
し
て
も
受
診
し
な
く
て
は
い
け
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
予
防
、
健
康
維
持
に

お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
、
皆
様
に
気
持
ち
よ
く
受
診
し

て
い
た
だ
け
る
〝
病
院
の
顔
〟
に
な
れ
た
ら
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

＜実施された行事＞
〔７月〕
	 23日	 議会報№190号発行
	 25日	 県外視察(総文福祉常任委員会)	～26日
　27日　津南まつり参加
	 	（夕方から生テレビ、民謡流し）
〔８月〕
	 5日	 議会運営委員会
	 5日	 全員協議会
	 5日	 議員定数特別委員会
	 9日	 認知症介護劇

＜今後予定されている行事＞
〔８月〕
	 22日	 県外視察(産業建設常任委員会)	～23日
	 27日	 新潟県町村議員研修（新潟市）
〔９月〕
	 2日	 第3回津南町議会定例会一般質問締切
	 3日	 議会運営委員会
	 3日	 全員協議会
	 3日	 栄村議会議員との懇談会
	 10日	 第３回津南町議会定例会開会	～13日

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）
	 4200日	 桑原マサノ（貝坂）
	 3900日	 中村チエ子（堂平）
	 3200日	 高橋美佐子（見玉）
	 2100日	 大倉トヨ（小下里）
	 1300日	 鈴木カヨ（船山新田）、村山善治（十二ノ木）
	 1200日	 本山マサ（反里）
	 1100日	 和久井かつ子（大割野）
	 800日	 大倉ワキ（小下里）
	 300日	 上村花音（小下里）
	 200日	 福原サダ（外丸）、桑原チヨ（秋成）
	 100日	 大平シン（割野）、小野塚タケノ（割野）、村山林吉（割野）
	 	 板場ウメ（割野）、小林多喜子（割野）、福原市（外丸）
主な運動：ウォーキング・健骨体操・ラジオ体操・ジョギングなど

健康体力づくり100日運動

働
い
て
い
な
い
か
た
、
自
営
業

の
か
た
を
第
１
号
被
保
険

者
（
国
民
年
金
を
自
分
で
納
め
て
い

る
人
）
と
い
い
、
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん

が
、
会
社
で
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
の
扶
養

に
な
る
と
第
３
号
被
保
険
者
へ
資
格

が
異
動
し
ま
す
。
３
号
に
な
る
と
保

険
料
を
個
別
で
納
め
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
働
い
て

い
た
か
た
が
退
職
し
て
配
偶
者
の
扶

養
に
な
る
と
き
は
、
第
２
号
被
保
険

者
（
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
）
か

ら
第
３
号
被
保
険
者
へ
資
格
が
異
動

し
ま
す
。
第
２
号
か
ら
第
３
号
に
な

る
場
合
、
健
康
保
険
は
社
会
保
険
か

ら
社
会
保
険
へ
の
切
替
の
た
め
、
役

場
で
の
手
続
が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
年
金
に
つ
い
て
は
種
別
変

更
手
続
が
必
要
で
す
。
資
格
が
異
動

す
る
時
は
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
の

で
年
金
事
務
所
か
役
場
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
①
会
社
を
退

職
し
た
日
が
わ
か
る
書
類
②
扶
養
に

な
っ
た
日
が
わ
か
る
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
会
社
を
退
職
し
て
資
格

が
喪
失
し
た
日
と
配
偶
者
の
扶
養
に

な
っ
た
日
が
一
日
で
も
あ
い
て
い
る
と
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
空
い
た
日
が
月
の

末
日
の
場
合
は
保
険
料
も
発
生
し
ま

す
）

　

不
明
な
点
や
な
ど
は
お
気
軽
に
年

金
担
当
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

◎
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５—
７
１
６—

０
８
０
０

◎
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
０
２
５—

７
６
５—
３
１
１
３

第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
皆
様
へ
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Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 杉のいいにおいがするぅ〜
— 7/19 保育園へ積み木のプレゼント —

 夏の交通事故防止運動
— 夏の道　心にゆとりと　思いやり —

 千葉ちゃん、運動公園に現る!
— 8/4 　中津川運動公園　竣工記念式典 —

 雨が降って、地かたまる。
— 7/28　ひまわりウエディング —

Tsunan Event Sketch.

苗場山麓竜神の森プロジェクトの一環として、津南町森林組
合から津南町の保育園に「手づくりの積み木セット」が贈ら
れました。

夏の交通事故防止運動が 7月22日～ 31日まで行われたの
に先駆け、交通指導所を設置しました。期間中の死亡事故は
ありませんでした。ご協力ありがとうございました。

中津川運動公園の完成を記念したイベントが行われ、オリン
ピックランナーの千葉真子さんを講師に、どうやったら速く走
れるのかや、体をほぐすと、心もほぐれ、緊張しなくなるといっ
たことなどをお話されました。

夏のひまわり畑を舞台に国際ホテルブライダル専門学校の生
徒が本物の結婚式をプロデュースするひまわりウエディングも
今年で９回目。今回の新郎新婦はなんと、２年前のひまわ
りウエディングに、当時、参列者として参加していたお二人。
結婚するならひまわりウエディング！と決めていたそうで、恵み
の雨が降る中で、感動に包まれました。

↑交通指導所を開設し啓発を行いました ( 小下里 )

↑子どもたちからの質問に身を乗り出して答える千葉真子さん

↑突然の雨に降られてしまいましたが、これもいい思い出になります

↑積み木の匂いをかぐ子どもたち

↑贈られた積み木は一つひとつ丁寧に磨かれていました
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祭

①［音楽サークル+全世界中継］10万人以上が閲覧した長岡
花火のUstream中継を手がけたスタッフによって、津南まつ
りが中継されました。
②［ラムネ早飲み大会］夏といえばラムネ！S56は朝から晩まで
会場を盛り上げてくれました。
③［大民踊流し］熱中症予防大使（つなっぺ）も一緒に民踊流し
に参加しました。
④［フィナーレ花火］花火と合唱隊による色と音と光のシン
フォニー。
⑤［夕暮れ時から生テレビ］津南町版の朝まで生テレビ。10代
から40代までの若者に町長はじめ町の幹部が逆質問！大い
に盛り上がりました。

⑥［襷～仲間と共に～］心友懸走会とTBC（津南バイシクルク
ラブ）により今年も津南町と栄村の全集落をリレーしました。
⑦［お祭りパレード］新規加入も増え、パワーアップした商工会
青年部によるご当地アイドル誕生か！？
⑧［R117交通規制］楽しいイベントの裏には、沢山の警察官や
交通安全関係者、ボランティアなどのみなさんによって支え
られていることも忘れてはなりません。
⑨途中、ゲリラ豪雨に襲われてしまいましたが、無事に民踊流
しや花火を上げることができました。まつりスタッフのみなさ
んお疲れさまでした。

第 34 回 津南まつり 津南町の真夏の風物詩、津南まつりが、7月 27日に行われました。
国道117号を通行止めにして行われる大民謡流しのほか、たくさんの
イベントで盛り上がりました。その一部を紹介します。

1

2

3

49

7

6

5

8



広報 12平成25年8月号

本とわたし
−小杉 卓生さんから

出版／ P-Vine BOOks　著者／そがしんいち

私
が
紹
介
す
る
本
は
「
が
ち
ん
こ
農

業
生
活 

会
社
勤
め
よ
り
は
楽
し
い
か
？
」

で
す
。

こ
の
本
は
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
会
社

勤
め
よ
り
は
楽
し
い
か
？
」
と
い
う
問
に

は
い
っ
さ
い
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

作
者
で
あ
る
曽
我
新
一
さ
ん
は
大
学
卒

業
後
、
実
家
の
ト
マ
ト
農
家
を
継
ぐ
よ
う

に
言
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ト
マ
ト
が

嫌
い
な
作
者
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
単
身
逃
亡
。

そ
の
後
、
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
、
セ
ネ
ガ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
海
外
を

転
々
と
し
な
が
ら
、
農
家
を
継
ぎ
た
く
な

く
て
逃
亡
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
か
行
っ

た
先
々
で
農
業
（
研
修
）
を
す
る
と
い
う

こ
と
に
。

『がちんこ農業生活 会社勤めよりは楽しいか？』
紹介する本

百
ももざき

崎	友
ともゆき

幸さん（谷内ファームハイツ）

弥生 ―Ma r c h―

福井福太郎、広野綾子／著　日経ＢＰ社　￥1,000円（税別）

「100歳、ずっと必要とされる人」

　片道１時間、毎日通勤して働き続ける福太郎おじいさ
ん。会社にも、家族にも愛される理由とは？

　

８
月
も
終
盤
に
な
り
ま
し
た
。
海
や

キ
ャ
ン
プ
、
祭
り
な
ど
夏
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
か
？

　

さ
て
、
今
月
の
１
冊
で
は
、
１
０
０
歳

で
毎
日
通
勤
し
て
い
る
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
少
し
早
い
で
す
が
、
９
月
16
日
は

敬
老
の
日
で
す
。
２
０
１
３
年
現
在
、
日

本
で
は
１
０
０
歳
以
上
の
人
が
５
万
人
以

上
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
寝
た
き
り
の

状
態
で
す
。
皆
さ
ん
も
福
太
郎
お
じ
い
さ

ん
の
よ
う
に
、
若
い
頃
と
変
わ
ら
ず
毎
日

働
け
る
よ
う
な
元
気
な
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
。　

　

さ
て
、
津
南
町
図
書
室
で
は
、「
こ
こ

ろ
が
疲
れ
た
と
き
に
読
む
本
」
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
ー
ナ
ー
か

ら
数
冊
ご
紹
介
し
ま
す
。

『「
心
が
ボ
ロ
ボ
ロ
」
が

　
　
　
　
　

ス
ー
ッ
と
ラ
ク
に
な
る
本
』

水
島　

広
子
／
著　

さ
く
ら
舎

　　　
「
頑
張
り
す
ぎ
」と「
頑
張
る
」の
違
い
っ

て
何
？
「
心
が
ボ
ロ
ボ
ロ
」
に
な
っ
て
い

る
人
や
予
備
軍
に
43
の
処
方
箋
を
紹
介
し

ま
す
。
精
神
的
に
ち
ょ
っ
と
キ
ツ
イ
と
感

じ
た
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

『
鏡
の
法
則
』野

口　

嘉
則
／
著　

総
合
法
令

　

現
実
に
起
き
る
出
来
事
は
、一
つ
の『
結

果
』
で
す
。『
結
果
』
に
は
必
ず
『
原
因
』

が
あ
り
、
そ
の
原
因
は
、
あ
な
た
の
心
の

中
に
あ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
あ
な
た
の

人
生
の
現
実
は
、
あ
な
た
の
心
を
映
し
出

し
た
鏡
だ
と
思
っ
て
も
ら
う
と
い
い
と
思

い
ま
す
。（
―
本
文
よ
り
）

『
も
う
限
界
!!
介
護
で
心
が

　
　
　

い
き
づ
ま
っ
た
と
き
に
読
む
本
』

鈩　

裕
和
／
共
同
監
修　

自
由
国
民
社

　

近
年
、
介
護
疲
れ
で
の
暴
力
や
自
殺
と

い
っ
た
悲
し
い
事
件
を
目
に
し
ま
す
。
介

護
に
疲
れ
切
り
、
笑
顔
さ
え
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
そ
ん
な
介
護
で
疲
れ
た
か
た
へ

の
心
の
処
方
箋
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
他

☆
『
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と

　
　
　
　
　
　
　

金
子
み
す
ゞ
童
謡
集
』

金
子
み
す
ゞ
／
著　

Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

☆
『
心
を
休
ま
せ
る
技
術
』

野
口
敬
／
著　

大
和
書
房

☆
『
定
年
後
、
夫
婦
で
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
る
コ
ツ
』

南
和
子
／
著　

大
和
書
房

☆
『
や
る
気
療
法
』

近
藤
裕
／
著　

日
本
教
文
社

☆
『
ス
ト
レ
ス
に
効
く

　
　
　
　
　
　
　

東
洋
医
学
の
レ
シ
ピ
』

田
中
康
夫
／
著　

日
本
実
業
出
版
社

　

等
々
、
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

８
月
26
日
・
９
月
30
日

　

休
館
日
は
毎
月
最
終
月
曜
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
火
曜
日
で
す
。

休
　
館
　
日

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−
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つ
な
ん
の
文
芸

世
界
各
地
を
転
々
と
し
て
い
る
う
ち
に
、

日
本
の
こ
の
気
候
や
風
土
が
実
は
世
界
で

も
奇
跡
的
な
環
境
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
、
帰
国
後
あ
れ
ほ
ど
嫌
だ
と
思
っ
て
い

た
実
家
の
農
業
を
継
ぐ
こ
と
に
。

し
か
し
、
規
模
が
大
き
い
わ
け
で
は
な

い
の
に
考
え
だ
け
は
大
胆
、
外
作
業
が
多

い
割
に
イ
ン
ド
ア
派
。
海
外
を
放
浪
し
て

き
た
の
に
根
は
ひ
き
こ
も
り
。
農
業
を
心

か
ら
好
き
に
な
れ
る
か
を
少
し
ま
じ
め
に

考
え
て
い
る
け
ど
、
考
え
て
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
の
で
と
り
あ
え
ず
保
留
。
農
業
を

は
じ
め
て
ま
だ
３
年
目
の
ひ
よ
っ
子
。
ト

マ
ト
が
嫌
い
な
ト
マ
ト
農
家
。
そ
ん
な
矛

盾
だ
ら
け
の
作
者
が
、
今
の
時
点
で
日
本

の
農
業
に
対
し
て
思
う
こ
と
を
綴
っ
た
本

で
す
。

ま
た
、
農
業
に
対
す
る
思
い
や
自
分
が

作
る
作
物
に
対
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
な
ど
熱

く
語
っ
て
い
て
、
文
体
も
口
語
風
で
フ
ラ

ン
ク
で
親
近
感
の
わ
く
一
冊
に
な
っ
て
い

ま
す
。

私
は
ト
マ
ト
の
農
業
研
修
中
な
の
で
す

が
、
こ
の
本
と
出
合
っ
た
か
ら
、
今
、
コ

コ
に
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
も
自
信
を
も
っ
て
、
消

費
者
に
お
い
し
い
作
物
を
届
け
ら
れ
る
農

業
者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
本
は
農
業
に
興
味
の
な
い
人
で
も

楽
し
く
面
白
く
読
め
る
と
思
う
の
で
是
非
、

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

次
は
、
村
山
幸こ
う

史し

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

芽
吹
く
と
き
木
々
は
皆
そ
の
枝
先
を

　
　
空
へ
空
へ
と
伸
ば
し
て
い
た
り	

貝
澤
　
圭
子

人
が
み
な
逞
し
く
見
え
竜
神
の

　
　
温

ゆ

泉
に
浸
り
い
て
星
空
な
が
む	

関
谷
　
郁
子

ゆ
っ
く
り
と
円
を
描
き
て
舞
ふ
鳶
に

　
　
風
も
時
間
も
意
の
ま
ま
に
し
て	

恩
田
　
久
美
子

ふ
う
わ
り
と
芙
容
の
花
び
ら
風
に
揺
れ

　
　
「
涼
し
く
な
っ
た
よ
」
と
語
れ
る
ご
と
し	

丸
山
　
直
子

山
峡
を
あ
ま
た
散
り
く
る
花
び
ら
の

　
　
ひ
か
り
放
ち
つ
つ
渓
川
め
ざ
す	

小
野
寺
　
恒
代

ブ
ラ
ウ
ス
の
袖
口
直
し
付
け
替
へ
る

　
　
ホ
ッ
ク
か
み
合
ふ
か
そ
け
き
音
に	

樋
口
　
康
子

足
萎
へ
し
吾
は
誘
ひ
を
断
り
て

　
　
旅
の
ア
ル
バ
ム
め
く
り
楽
し
む	

内
山
　
キ
ク

う
ぐ
ひ
す
の
初
鳴
き
声
に
目
覚
む
れ
ば

　
　
観
音
堂
の
方
よ
り
聞
ゆ	

麻
績
　
初
恵

ふ
り
向
け
ば
常
に
夫
の
立
ち
く
る
る

　
　
そ
の
右
の
手
は
わ
れ
の
左
手	

滝
沢
　
勝
枝

家
猫
の
具
合
わ
る
き
は
ス
ト
レ
ス
が

　
　
原
因
な
り
と
獣
医
言
ひ
た
り	

風
巻
　
京
子

片
言
に
小
鳥
が
夢
中
で
し
ゃ
べ
り
ゐ
る

　
　
朝
の
裏
庭
涼す

ず

風
の
中	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ
ー
と
浅
蜊
溶
け
合
ふ
も

　
　
わ
れ
は
貝
よ
り
孤
独
な
ら
む
か	

鈴
木
　
綾
子

大
飢
餓
に
滅
び
し
八
戸
の
村
跡
に

　
　
供く

う

げ花
と
春
の
山
の
花
咲
く
（
大
秋
山
村
跡
）	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

墓
地
の
草
取
る
人
す
で
に
い
な
く
な
り

　
　
お
盆
ま
で
に
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
つ	

滝
沢
　
義
正

待
望
の
雨
は
土
砂
降
り
信
濃
川
の

　
　
水
か
さ
増
え
て
濁
流
と
な
る	

柳
沢
　
チ
ヨ

夫
婦
か
な
恋
人
な
の
か
二
羽
の
蝶

　
　
青
田
の
上
を
戯
れ
あ
い
て	

富
沢
　
キ
ミ

新
聞
の
ポ
ス
ト
に
ど
ん
と
音
の
し
て

　
　
今
日
の
始
ま
り
手
足
の
ば
し
ぬ	

板
場
　
寛

青
田
風
渡
る
町
な
か
あ
ち
こ
ち
に

　
　
た
ち
あ
お
い
の
花
ス
マ
ー
ト
に
咲
く	

島
田
　
眞
之

個
人

小
下
里
の
神
社
の
お
祭
招
か
れ
て

　
　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
せ
り
華
や
か
な
り
き	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
於
、
萌
木
の
里
）

秋あ
き
や
ま山
や
梅つ

ゆ雨
雲ぐ

も

幾い
く

重え

山や
ま

幾い
く

重へ	

兎
月

三さ
ん

尺
し
ゃ
く

寝ね

す
る
に
は
山や

ま

の
風か

ぜ
つ
よ強
し	

冬
詩
子

刈か

り
残の

こ

す
蛍

ほ
た
る
ぶ
く
ろ袋
の
二に

三さ
ん
ほ
ん本	

酔
花

吊つ
る

さ
れ
て
十じ

ふ
や
く薬
干ほ

さ
る
山や

ま

の
宿や

ど	

れ
い
子

一ひ
と
え
だ枝
は
清せ

い

流
り
ゅ
う

に
触ふ

れ
額が

く

の
花は

な	

渡
舟

虹に
じ
ま
す鱒
に
山や

ま
か
げ影
ゆ
ら
ぎ
雨あ

め

あ
が
る	

房
良

峡か
ひ

に
入い

り
癒い

や

し
の
湿し

め

り
山や

ま

清し

水み
ず	

妙

湧わ

く
ご
と
き
滴

し
た
た

り
に
し
て
苔こ

け
ふ
か深
し	

貞



広報 14平成25年8月号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
ま
す
。

□
要
介
護
１
～
５
と
認
定
さ
れ
た
か
た

○
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

①
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を
選
び
ま
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
を
選
び
ま
す
。

→
認
定
結
果
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
福
祉
保
健
課
に
届
出
し
ま
す
。

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
本
人
や
家
族
と
検
討

を
重
ね
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

③
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
と
契
約
し
、ケ
ア
プ
ラ
ン

に
も
と
づ
い
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

〈
町
内
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
〉

・
津
南
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
６
５
‐
４
８
５
８

　

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

「
在
宅
で
利
用
す
る
」「
通
っ
て
利
用
す
る
」「
施

設
に
入
所
す
る
」
な
ど
、
利
用
者
の
状
況
に
合

わ
せ
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

⑴
「
在
宅
で
利
用
す
る
」

○
訪
問
介
護
（
介
護
予
防
訪
問
介
護
）

　

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、
食
事
・
排
せ
つ
な
ど

の
身
体
介
護
や
掃
除
洗
濯
な
ど
の
生
活
援
助
を

行
い
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
津
南
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　

☎
７
６
５
‐
４
８
７
６

・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
お
ぞ
ら

　

☎
７
６
５
‐
５
２
４
３

○
訪
問
入
浴
（
介
護
予
防
訪
問
入
浴
）

　

移
動
入
浴
車
な
ど
で
利
用
者
の
家
庭
を
訪
問

し
、
入
浴
介
護
を
行
い
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
み
さ
と
苑　

☎
７
６
５
‐
３
４
０
０

○
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

（
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

リ
ハ
ビ
リ
の
専
門
職
が
自
宅
を
訪
問
し
、
リ

「
み
ん
な
の
介
護
保
険
」②

～
介
護
保
険
制
度
の
紹
介
～

☆
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
利
用
に
つ
い
て

☆
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

・
み
さ
と
苑
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

☎
７
６
５
‐
３
４
０
０

○
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

①
介
護
保
険
施
設
と
契
約
し
ま
す
。

　

入
所
を
希
望
す
る
施
設
に
申
込
み
、入
所
が

可
能
と
な
っ
た
ら
、施
設
と
直
接
契
約
を
し
ま
す
。

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　

施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
本
人
に
適
し

た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

③
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
い
て
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
ま
す
。

□
要
支
援
１
～
２
と
認
定
さ
れ
た
か
た

①
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
依
頼

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
介
護
予
防
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
作
成
を
依
頼
し
ま
す
。

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

→
認
定
結
果
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
介

護
保
険
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
届
出

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
福
祉
保
健
課
に

届
出
し
ま
す
。

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
本
人
や
家
族
と
検
討

を
重
ね
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

③
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
と
契
約
し
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
に
も
と
づ
い
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
６
５
‐
５
４
５
５

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
み
さ
と
苑　

☎
７
６
５
‐
３
４
０
０

○
訪
問
看
護
（
介
護
予
防
訪
問
看
護
）

　

看
護
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、
病
状
の
観
察
や

療
養
上
の
世
話
を
行
い
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
津
南
病
院　

☎
７
６
５
‐
３
１
６
１

○
居
宅
療
養
管
理
指
導

　

（
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
）

　

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養
士

な
ど
か
ら
療
養
上
の
管
理
や
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

⑵
「
通
っ
て
利
用
す
る
」

○
通
所
介
護

　

（
介
護
予
防
通
所
介
護
）

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
通
い
、
日
帰
り
で

入
浴
や
食
事
の
提
供
や
日
常
生
活
上
の
介
護
な

ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
町
内
事
業
所
〉

・
津
南
町
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
６
５
‐
４
８
７
６

・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
み
さ
と

　

☎
７
６
５
‐
５
３
１
５

○
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

（
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

介
護
老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関
に
通
い
、

日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

（
町
内
事
業
所
）

・
み
さ
と
苑　

☎
７
６
５
‐
３
４
０
０

・
津
南
病
院　

☎
７
６
５
‐
３
１
６
１

※
次
回
に
続
き
ま
す
。
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朝
ご
は
ん
を
食
べ
て

　
　
　
残
暑
を
乗
り
切
ろ
う

暦
の
上
で
は
秋
で
す
が
、
暑
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
冷
た
い
飲
み
物
な
ど
を
飲

み
す
ぎ
て
、
あ
る
い
は
、
盆
や
祭
り
な
ど
の
行

事
が
つ
づ
き
、
体
調
を
崩
し
て
い
る
か
た
は
い

ま
せ
ん
か
。

　

先
日
、20
年
近
く
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る

み
に
入
っ
て
い
る
か
た
に
熱
中
症
予
防
対
策
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ

で
見
ま
し
た
。そ
の
か
た
は
、適
宜
、水
分
や
塩

分
に
気
を
つ
け
て
摂
取
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、休
養
と
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り

食
べ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

津
南
町
で
は
、「
ま
ん
ま
は
３
食
！
早
寝
！

早
起
き
！
朝
ご
は
ん
！
」
を
食
育
の
推
進
の
た

め
重
点
目
標
の
一
つ
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
生
活
習
慣

は
、
保
護
者
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、朝
食
を
必
ず
食
べ
る
保
護
者
の
子

ど
も
に
比
べ
て
、朝
食
を
欠
食
す
る
保
護
者
の
子

ど
も
た
ち
が
欠
食
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
づ
く
り
は
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
大
人
に
と
っ
て
も
大
切
で
す
。
不
規
則
な
生

活
を
送
っ
て
い
る
と
、
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
不
眠
症
や
う
つ
病
に
な
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
大
人
も
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
午
前
中
、
し
っ
か
り
活
動
で
き
る
状
態
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

朝
ご
は
ん
は
と
も
か
く
何
か
食
べ
れ
ば
よ
い

と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
ご
は
ん
で

主
食
の
み
の
場
合
と
、
主
食
に
主
菜
と
副
菜
を

組
み
合
わ
せ
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
し
た

場
合
で
は
、
認
知
能
力
に
約
２
割
程
度
の
差
が

出
る
こ
と
、
実
際
に
脳
活
動
に
差
が
出
る
こ
と

が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
朝
食
を
と
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

朝
は
何
か
と
忙
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

事
を
そ
ろ
え
る
こ
と
は
大
変
で
す
ね
。
朝
食

は
、
一
日
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま

す
。
今
年
６
月
に
「
め
ざ
ま
し
レ
シ
ピ
（
忙
し

い
朝
に
役
立
つ
朝
ご
は
ん
に
お
勧
め
の
料
理
を

紹
介
）」
を
保
育
園
児
と
小
中
学
生
の
保
護
者

に
保
育
園
や
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で
は
こ
の

レ
シ
ピ
を
参
考
に
作
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

家
族
み
ん
な
が
朝
食
を
食

べ
、
残
暑
を
乗
り
切
り
秋

を
む
か
え
ま
し
ょ
う
。

私
の
リ
ハ
ビ
リ〝
感
謝
〟

志
賀　

春
信
さ
ん
（
船
山
）

脳
梗
塞
に
な
っ
て
か
ら
、

10
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
。

こ
の
間
、
い
ろ
ん
な
事
が
起
き

た
。
高
血
圧
が
な
か
な
か
下
が

ら
な
い
、
左
足
が
思
う
よ
う
に

上
が
ら
な
い
、
胆
の
う
と
胆
管

の
摘
出
手
術
も
受
け
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
４
年
を
過

ぎ
た
今
、
林
先
生
の
懸
命
な
診

断
と
、
飲
み
薬
の
効
果
が
表
れ

始
め
て
、
去
年
よ
り
調
子
が
良
い
よ
う
だ
。

　

現
在
82
歳
。
歩
い
て
い
て
も
膝
が
痛
ま
な

い
。
左
足
の
引
き
ず
り
も
、
去
年
よ
り
は
良

い
よ
う
だ
。

　

水
中
運
動
を
始
め
て
か
ら
３
年
、
健
骨
体

操
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
１
年
と
７
ヶ

月
、
そ
の
効
果
が
あ
っ
て
、
足
に
触
っ
て
み

て
も
胸
に
触
っ
て
み
て
も
、
筋
肉
が
つ
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

こ
の
２
・
３
年
体
重
は
変
わ
ら
ず
、
51
．

５
㎏
。
朝
の
歩
け
歩
け
で
田
原
を
一
回
り

し
て
、
神
社
の
ゴ
ミ
拾
い
と
、
田
ん
ぼ
の

水
見
と
お
墓
参
り
が
日
課
で
、
歩
数
は
約

５
０
０
０
歩
…
。

　

午
後
か
ら
は
集
落
の
南
部
ま
で
歩
い
て
、廃

土
管
の
積
ん
で
あ
る
尖
っ
た
廃
管
の
角
で
、背

筋
を
５
分
く
ら
い
ゴ
リ
ゴ
リ
と
揉
み
、周
り
の

田
ん
ぼ
や
稲
の
で
き
具
合
な
ど
を
眺
め
な
が

ら
、背
筋
を
揉
ん
で
い
る
…
い
い
気
持
ち
だ
…
。

　

や
お
ら
立
っ
て
、家
路
へ
と
帰
り
も
腕
の

体
操
を
し
な
が
ら
、行
き
交
う
方
々
と
笑
顔

で
挨
拶
を
交
わ
し
、帰
り
も
田
ん
ぼ
の
水
を

見
て
、生
育
す
る
稲
の
姿
を
見
な
が
ら
心
に

頑
張
り
を
も
ら
う
。歩
数
は
、約
６
０
０
０
歩
、

朝
の
分
と
合
わ
せ
る
と
１
１
０
０
０
歩
だ
。

　

ま
た
、
７
月
の

25
日
か
ら
、
朝
、

子
供
さ
ん
達
の
ラ

ジ
オ
体
操
が
始

ま
っ
た
。
ま
だ
学

校
に
上
が
ら
な
い

幼
児
達
も
、
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

老
人
会
睦
会
の

方
々
も
多
数
参
加

し
て
い
る
。

　

早
朝
の
清
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
の
運
動

は
、
体
全
体
が
喜
ん
で
い
る
。

　

毎
日
毎
日
が
、と
っ
て
も
楽
し
い
。あ
ざ
平

山
の
美
景
と
共
に
感
謝
・
感
謝
の
一
日
で
あ
る
。

　

亡
き
母
、
ハ
マ
ば
あ
も
天
空
で
や
さ
し
い

笑
顔
で
見
つ
め
て
い
る
…
…
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

上倉由美子
保健師
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会
社
の
健
康
管
理
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

働
き
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
小
下
里

の
「
株
式
会
社
リ
コ
ー
キ
ハ
ラ　

津
南
本
社
工
場
」
様
で
の
職
場
（
職
域
）

の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
で
す
。

　

当
社
は
、１
９
５
０
年
に
創
業
以
来
、銅
合
金

鋳い

物も
の

を
専
門
に
製
造
し
て
お
り
、建
設
機
械
、射

出
成
型
機
、油
圧
機
器
、プ
レ
ス
機
械
、船
舶
、橋

梁
等
、様
々
な
用
途
の
摺
動
部
材
メ
ー
カ
ー
と

し
て
御
客
様
か
ら
信
頼
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

時
代
と
共
に
高
品
質
化
、多
様
化
す
る
あ
ら
ゆ

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、技
術
力
、生
産
力
、販

売
力
の
相
互
強
化
に
努
め
、法
令
遵
守
及
び
企

業
の
社
会
的
責
任
に
基
づ
く
事
業
活
動
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。安
全
衛
生
委
員
会
に
は
13

名
が
属
し
て
お
り
、１
２
０
名
を
超
え
る
職
員
の

健
康
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
一
番
の
健
康
管
理
と
し
て
熱
中

症
対
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

暑
熱
部
署
へ
の
麦
茶
・
塩
熱
飴
の
配
布
、
熱

中
対
策
応
急
キ
ッ
ト
の
設
置
や
、
経
口
補
給
液

を
備
え
た
り
と
万
が
一
に
備
え
各
職
場
で
も
対

策
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
８
月
～
９
月
に
定
期
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

36
歳
以
上
は
生
活
習
慣
病
健
診
を
行
い
、
そ

の
他
に
人
間
ド
ッ
ク
や
婦
人
科
検
診
の
受
診
も

勧
め
て
い
ま
す
。

　

深
夜
勤
務
者
や
鋳
造
作
業
従
事
者
に
対
し
て

は
、年
２
回
健
康
診
断
を
行
い
、マ
ン
ガ
ン
健
診

株
式
会
社
リ
コ
ー
キ
ハ
ラ

津
南
本
社
工
場
の
健
康
管
理

②
健
康
管
理

①
健
康
診
断

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
は
、ア
ル
コ
ー

ル
ス
プ
レ
ー
の
設
置
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、社
内
で

医
師
に
よ
る
予
防
接
種
を
実
施
し
、予
防
接
種

の
費
用
も
会
社
が
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
、
同
好

会
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
体
を
動
か
す
事
に

よ
り
、
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

↑各部署に熱中対策キットと救急箱を設置

↑健康講話にてストレッチをしている様子↑献血の様子

↑ AED も設置しています

↑リコーキハラゴルフ同好会
　町民ゴルフ大会にも参加しています

↑フィットネスコーナー
　休憩時間に自由に使用できます

や
じ
ん
肺
健
診
、鉛
健
診
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、人
間
ド
ッ
ク
や
婦
人
科
健
診
を
受
診
し

た
者
へ
受
診
費
用
の
補
助
を
行
っ
た
り
、健
康
診

断
の
受
診
結
果
が
要
精
密
検
査
だ
っ
た
者
に
対

し
、再
検
査
の
受
診
費
用
の
補
助
を
行
う
な
ど

健
康
へ
の
意
識
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
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いこう
で

いこう
で

庚
申
の
信
仰
⑵

庚
申
様
は
何
故
干
支
の
庚
申（
か
の
え
さ
る
）

に
拘
る
の
だ
ろ
う
。疑
問
が
増
す
ば
か
り
で
し
た

が
、吉
野
裕
子
著『
神
々
の
誕
生
』の
な
か
の「
庚

申
の
誕
生
」に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

読
み
進
み
な
が
ら
、そ
の
要
旨
を
記
述
し
た

い
と
思
い
取
り
か
か
っ
て
み
ま
し
た
が
、「
吉
野

民
俗
学
」と
い
わ
れ
る「
易
・
五
行
」の
多
様
な
展

開
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。浅
学
の
私
の
こ
と
、

要
旨
の
記
述
は
穴
だ
ら
け
の
記
述
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。

木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
行
と「
兄
」・「
弟
」の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
十
干
の
読
み
方
を
示
し
ま

す
と
、き
の
え（
甲
）、き
の
と（
乙
）、ひ
の
え（
丙
）、

ひ
の
と（
丁
）、つ
ち
の
え（
戊
）、つ
ち
の
と（
巳
）、

か
の
え（
庚
）、か
の
と（
辛
）、み
ず
の
え（
壬
）、み

ず
の
と（
葵
）と
な
り
ま
す
。「
庚
」は「
か
の
え
」で

剛
金
を
表
し
、十
干
の
な
か
で
７
番
目
で
す
。

次
ぎ
に
十
二
支
を
示
し
ま
す
と
、子（
ね
）、丑

（
う
し
）、寅（
と
ら
）、卯（
う
）、辰（
た
つ
）、巳

（
み
）、午（
う
ま
）、未（
ひ
つ
じ
）、申（
さ
る
）、

酉（
と
り
）、戌（
い
ぬ
）、亥（
い
）と
な
り
ま
す
。

「
申
」は「
さ
る
」で
、十
二
支
の
な
か
の
９
番
目

で
、三
尸
を
表
す
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

庚
・
申
は
、７
番
目
と
９
番
目
で
、ど
ち
ら
も

奇
数
で
陽
干
陽
支
と
い
っ
て「
易
・
五
行
」の
法

則
に
よ
っ
て
固
く
結
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
干
・
十
二
支
を
組
み
合
わ
せ
ま
す
と
、干
支

は
甲
子（
き
の
え
ね
）に
始
ま
り
葵
亥（
み
ず
の

と
い
）で
終
わ
り
、丁
度
60
通
り
の
組
み
合
わ
せ

が
で
き
ま
す
。太
陰
暦
で
は
、こ
れ
で
年
や
日
を

表
し
て
き
ま
し
た
。

い
つ
の
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
、中
国
で
は
太

陰
暦
に
よ
っ
て
１
年
12
カ
月
の
星
座
と
気
候
、

そ
の
月
々
に
行
う
べ
き
行
事
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、為
政
者
は
太
陰
暦
に
よ
っ
て
、万
物
を
生

じ
育
む
生
気
、万
物
を
凋
落
さ
せ
る
殺
気
を
易

経
の
説
く
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
、算さ
ん

木ぎ

と
筮ぜ
い

竹ち
く

を
使
っ
て
吉
凶
を
占
い
ま
し
た
。

太
陰
暦
に
よ
る
中
国
の
古
代
文
化
が
朝
鮮
を

経
由
し
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
の
は
六
百
年
頃

で
す
。庚
申
信
仰
や
庚
申
行
事
は
そ
れ
よ
り
は

少
し
遅
れ
て
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。

一
千
年
余
の
年
月
の
流
れ
の
中
で
日
本
に
お

い
て
古
代
中
国
文
化
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き

ま
し
た
。江
戸
時
代
に
入
っ
て
庚
申
信
仰
が
庶

民
に
ま
で
広
く
浸
透
し
ま
す
。

「
易
・
五
行
」が
説
く
庚
申
は
、も
っ
と
も
剛
強

な
干
支
で
あ
る
と
さ
れ
、神
霊
化
さ
れ
ま
す
。そ

し
て
、青
面
金
剛
や
猿
田
彦
尊
の
信
仰
が
今
日

ま
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

干
支
と
深
く
関
係
す
る
信
仰
行
事
で
す
。

お
薬
に
お
金
を
払
う
よ
り
、

　
　

自
分
の
体
に
先
行
投
資
を
！

Ｔ
ａ
ｐ
で
で
き
る
健
康
法
♪

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
皆
さ
ん
が
楽
し
い
人
生
を
過
ご

せ
る
た
め
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
以
下
Ｅ
Ｌ
Ｐ
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

主
に
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
週
１
回
楽
し
み
な

が
ら
身
体
を
動
か
し
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

お
す
す
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
下
の
表
の
４
教

室
で
す
。
他
に
も
イ
ベ
ン
ト
的
に
登
山
や
料
理

教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
何
か
を
や
っ
て
み
た
い
ん
だ
け
ど
…
」
と

思
っ
て
い
て
も
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
方
も
お

友
達
を
誘
っ
て
い
っ
し
ょ
に
見
学
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
に
健
康
で
楽
し
い
人
生
が

待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Tap（タップ）始動
Tａｐの活動は体を動かす事業だけでは

ありません。心を落ち着かせて趣味を見
つけてみませんか？

庚申文字碑

津南町　田中

　

猛
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
も
う
す
ぐ
９
月

で
す
。近
年
、９
月
も
８
月
と
同
様
に
暑
く
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
暦
の
う
え
で
は
も
う
秋

で
す
。
秋
に
な
る
と
一
日
の
寒
暖
の
差
が
激
し

く
、
風
邪
を
ひ
く
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
み
な
さ
ん
は
、
お
薬
を
購
入
し
て
服

用
し
て
い
ま
す
か
？

　

お
薬
を
購
入
す
る
前
に
、
も
し
風
邪
を
ひ
か

な
い
よ
う
な
身
体
作
り
が
で
き
る
と
し
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
運
動
や
趣
味
活
動
、
食
事
に

気
を
付
け
る
こ
と
で
薬
に
お
金
を
か
け
る
よ
り
、

自
分
の
体
に
先
行
投
資
を
し
た
方
が
健
康
で
い

ら
れ
ま
す
。
健
康
な
時
に
健
康
な
体
を
維
持
す

る
生
活
を
み
な
さ
ん
で
心
が
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

教室名 対象 曜日 時間 会場 料金

ELP
エアロビクス

40歳以上
初心者も安心

月曜 10時30分
～11時30分

総合センター

会員 ピンクまたは
黄チケット1枚

月曜 19時00分
～20時00分 非会員 現金700円/回

ELP
卓球 40歳以上

月曜 20時00分
～21時30分

総合センター

会員 緑チケット2枚

水曜 13時30分
～15時00分 非会員 現金500円/回

ロコチャレ60 60歳以上
軽い運動 火曜 10時30分

～11時30分 そだき苑 誰でも 緑チケット2枚
＋施設料100円

韓国語を
学ぼう どなたでも 水曜 19時30分

～21時00分 文化センター
会員 ピンクまたは

黄チケット1枚

非会員 現金600円/回

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

195
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農
業
委
員
会
で
は
、
８
月
か
ら
12
月
ま
で
、
全
町
の

農
地
の
利
用
状
況
を
確
認
す
る
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

―
農
地
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。―

た
い
せ
つ
な
農
地
。し
っ
か
り
管
理
!!

農
業
委
員　

先
進
地
視
察

―
長
岡
市
農
業
委
員
会
―

農
業
委
員
会
の

窓

～
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
～

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
７
月
〕

　

16
日　

中
越
協
議
会
総
会

　

19
日　

農
業
者
年
金
加
入
推
進　

　
　
　
　

研
修
会

　

23
日　

県
農
業
会
議
視
察
研
修

　

25
日　

第
25
回
総
会

　

30
日　

視
察
研
修

〔
８
月
〕

　

５
日　

結
婚
相
談
員
と
の
意
見　

　
　
　
　

交
換
会（
企
画
部
会
）

　

９
日　

農
業
委
員
特
別
研
修

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
８
月
〕

　

23
日　

第
26
回
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
踏
査

〔
９
月
〕

　

13
日　

稲
作
作
況
調
査

　

25
日　

第
27
回
総
会

↑空き家を使ったＵＮＥハウスの前での集合写真

↑活動をわかりやすく説明する家老代表

　

津
南
町
に
は
、
東
京
ド
ー
ム
約
７
６
０
個
分

（
３
５
５
４
ha
）の
農
地
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
農
地

（
田
や
畑
な
ど
）が
、適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
、農
業

委
員
会
で
は
１
年
に
１
回
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
確
認
作
業
で
耕
作
さ
れ
ず
管
理
も
さ
れ
て
い
な
い
農

地
や
、許
可
な
く
農
地
以
外
の
利
用
を
し
て
い
る
農
地（
違

反
転
用
）の
ほ
か
、農
地
へ
の
不
法
投
棄
な
ど
も
調
べ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、遊
休
農
地
を
解
消
す

る
よ
う
指
導
を
し
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
、新
し
い
耕
作
者

を
斡あ
っ
せ
ん旋

し
た
り
と
、農
業
委
員
会
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、先
進

地
の
農
業
視
察
を
毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
は
、長
岡
市
農
業
委
員
会

（
旧
栃
尾
市
区
域
）に
山
間
地
域
に

お
け
る
耕
作
放
棄
地
対
策
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
Ｎ
Ｅ
は
、山
間
地

域
の
高
齢
化
率
40
％
の
一
之
貝
集
落

に
あ
る
空
き
家
に
入
り
、障
害
者
や

高
齢
者
と
と
も
に
遊
休
農
地
を
活
用

し
、棚
田
を
復
活
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、お
年
寄
り
が
多
い
た
め
に
、こ

の
地
域
の
農
地
を
円
滑
に
引
き
継
げ

る
よ
に
、ど
こ
に
ど
ん
な
農
地
が
あ
っ

て
、い
つ
ど
ん
な
作
付
を
し
て
い
る
か

を
デ
ー
タ
化
す
る
作
業
も
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
今
年
は
認
定

農
業
者
に
も
な
っ
て
、さ
ら
に
農
業
に

お
け
る「
し
ご
と
場
」づ
く
り
を
加
速

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
の
代
表
の
家
老
さ
ん
は
、

お
年
寄
り
が
多
い
山
間
地
域
を
悲
観

し
て
い
ま
せ
ん
。「
お
年
寄
り
が
た
く

さ
ん
住
ん
で
い
る
」＝「
お
年
寄
り
で

も
住
め
る
地
域
」と
、前
向
き
に
と
ら

え
、積
極
的
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

津
南
に
も
こ
の
一
之
貝
集
落
に
似

た
集
落
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

今
回
の
視
察
で
得
た
情
報
を
参
考
に

し
農
業
振
興
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

大地に生きる

　この歳（高齢者？）になって百姓
にハマッています。畑全部と水田の
一部を炭素循環農法という化学肥料
も堆肥も農薬も使わない農法で耕作
しています。
　この農法のお陰かどうか、「人間も
やっぱり自然の一部なんだなぁ」と
感じています。

八
や え

重沢
ざわ

良
よしなり

成さん（65歳）

ダメ。違反転用
　農地は、農地として利用され
ることが基本です。農地に住宅
を建てるなど農地以外の利用
をする場合は、転用の許可申
請が必要になります。
　この許可申請をせずに転用
を行うと「違反転用」となり、場
合によっては、原状復帰の指
示が出される場合もあります。
ご注意ください。
　また農地によっては、申請か
ら許可まで時間を要しますの
で、期間に余裕をもった申請
をお願いします。
　詳しくは、お近くの農業委員
か、農業委員会事務局までお
問い合わせください。

■農業委員会事務局
　℡765‐5583
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〜トマトを食べつくそう!! 〜
皆さん、こんにちは。なかなか梅雨が明けず、夏の太陽

が待ち遠しいですね。（8月4日記）
今回は、先月号の大関さんに引き続き、この季節に

とっても美味しいトマトをたっぷり食べることができ
る、おすすめソース２品と簡単なおかず一品をご紹介さ
せていただきます♪
【ソース＊パートⅠ和風】

しょうゆ　大さじ１
さとう　　大さじ１～２（お好みで加減）
ごま油　　適量
青ねぎ　　みじん切りで、お好みの量

【ソース＊パートⅡイタリア風】
玉ねぎのみじん切り　１／４個分
レモン　　大さじ１～２
オリーブオイル　　大さじ１
塩　　　　小さじ１／２
ブラックペッパー　お好みで

※ソースはそれぞれトマトにかけて食べてみて下さい♪

【トマトスクランブルエッグ】
トマト　　大１個（一口大のざく切り）
卵　　　　３個（スクランブルエッグにする）
ニンニク　一片
しょうゆ、さとう　　少々
＊作り方＊

まず、フライパンに油とニンニクを入れ香りが出るま
で中火で炒める。

次にトマトを入れ軽く炒め、しょうゆ・さとう少々で
味付けし、最後にスクランブルエッグを入れ、器に盛る。

どれも簡単に作れて
美味しいですよ。ぜひ
お試しください！

結婚相談員から

を込めて
愛

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　早河　史恵（羽倉）

私
た
ち
結
婚
相
談
員
は
、年
に
６
回
、隔
月
で

相
談
員
会
議
を
開
き
、現
状
と
対
策
に
つ
い
て

の
検
討
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。個
人
情
報
の

こ
と
も
あ
り
、皆
様
に
そ
の
内
容
を
詳
し
く
報

告
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、よ
り
良
い
出

会
い
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と

願
い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た

『
ひ
ま
わ
り
♡P

arty in

津
南
』。実
は
、参
加
す

る
男
性
向
け
に
事
前
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
事
前
セ
ミ
ナ
ー
は
イ
ベ
ン
ト
実
施

の
１
週
間
程
前
に
開
き
、７
月
18
日
㈭
津
南
町

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、参
加
し
た
女
性
委
員
か

ら
も
と
て
も
好
評
で
し
た
。で
は
、何
が
よ
か
っ

た
の
か
ー
。

ま
ず
、女
性
か
ら
見
た
目
線
に
た
ち
、具
体
的

に
例
を
あ
げ
な
が
ら
女
性
か
ら
好
感
の
持
て
る

『
服
装
』や『
姿
勢
』、『
態
度
』な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、会
話
の
ポ
イ
ン
ト『
相
手
が
興
味
を
持

つ
よ
う
な
話
術
』や『
会
話
の
き
っ
か
け
の
作
り

方
』『
会
話
に
詰
ま
っ
た
時
の
対
応
』な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、ほ
か
に
気
を
付
け
て
も
ら
い
た
い

『
言
葉
』、『
態
度
』、『
し
ぐ
さ
』を
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、何
に
も
増
し
て
良
か
っ
た
な
あ

と
思
っ
た
こ
と
は
、講
師
先
生
の
言
葉
が
嫌
味

が
な
く
、押
し
つ
け
が
ま
し
い
と
こ
ろ
が
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。こ
れ
は
プ
ロ
が
成
せ
る
技
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、７
月
28
日
に
結
婚
相
談
員
企
画
主

催『
ひ
ま
わ
り
♡P

arty in

津
南
』が
開
催
さ
れ
、

総
勢
40
人
近
い
参
加
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。今
回
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
は
、専
門
に
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け
て
い
る
会
社
へ
依
頼
し
て

開
催
さ
れ
そ
の
内
容
は
、自
己
紹
介
タ
イ
ム
、ひ

ま
わ
り
畑
の
見
学
、ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
で
少
し
遅
め
の
昼
食
を
し
な
が
ら
の
フ
リ
ー

タ
イ
ム
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

終
わ
り
に
は
、何
組
か
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し

ま
し
た
。

今
回
、初
め
て
専
門
に
イ
ベ
ン
ト
を
手
掛
け

て
い
る
外
部
へ
運
営
を
お
願
い
し
て
勉
強
に
な

っ
た
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、様
々

な
別
の
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
見
え
て
き
た
こ
と
を
、

な
ん
と
か
次
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、工

夫
し
な
が
ら
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
か
ら
も
独
身
の
男
女
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。(*^ ^*)

結
婚
相
談
員（
正
面
）　

根
津
サ
ヨ
子

事前セミナー講師先生の印象に残った、この
ひと言 !!「出会いのひとつひとつをないがしろ
にせず、大切にするかたには必ず良い出会い
が待っています !!」



戸 籍 の 窓

■人口10,638（−6）　男5,175（−2）　女5,463（−4）

■世帯数3,619（−2）　■転入／ 18　■転出／ 16　■出生／ 8　■死亡／ 16　■婚姻／ 1８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展
　『大地の履歴から探る災害
　　　　　　―大地と自然、そして人―』
　9月7日㈯～ 11月17日㈰
　津南町の大地がどのようにできたのか？そして、人々は災

害をどのように乗り越えたのか！

　地震を中心として、最新の地質・考古学の調査成果や歴史資

料から災害を読み、ジオパークとの関係をご紹介します。

●津南シンポジウムⅨ
　「大地の履歴から探る災害
　　　　　　―大地と自然、そして人―」
　地学・歴史学・考古学の災害にまつわる研究成果を発表して頂きます。

　日　時：11月9日㈯　13:00〜17:30（予定）

　会　場：津南町総合センター

　定　員：100名

太田　妃
ひ

織
おり

（陣場下）	 昌さん
	 直美さん

澁谷　泰
たいせい

生（陣場下）	 岳史さん
	 真悠さん

井之川　由
ゆ い

衣（大割野）	 真さん
	 梨奈さん

山際　心
み お

緒（反里口）	 充修さん
	 佳枝さん

村山　陸
りく

人
と

（小池）	 祐樹さん
	 優花さん

樋口　雄
ゆうせい

星（反里口）	 克巳さん
	 美紗さん

志賀　イミさん	 （84歳・船山）
藤木　一男さん	 （78歳・中子）
大口　良雄さん	 （64歳・米原）
髙橋　俊幸さん	 （50歳・赤沢）
山田　トモさん	 （85歳・清水川原）
市川　義光さん	 （65歳・逆巻）
中澤　 正さん	 （75歳・上段）
髙橋　カホルさん	（81歳・赤沢）
櫻澤　敏雄さん	 （80歳・船山新田）
吉野　トメさん	 （94歳・十二ノ木）
福原　慶福さん	 （78歳・外丸）
桑原　松太郎さん	（101歳・恵福園）

涌井　裕さん　（岡）
丸山万里子さん （十日町市）｝

　

先
日
お
盆
に
卒
業
以
来
の
同
窓
会
が
あ

り
、話
題
は
当
然
、中
学
の
時
の
あ
あ
だ
っ

た
こ
う
だ
っ
た
話
に
。
不
思
議
な
も
の

で
、
校
歌
を
思
い
出
し
た
い
と
き
に
限
っ

て
、
な
ぜ
か
第
１
・
第
２
・
第
３
応
援
歌

が
出
て
く
る
と
い
う
。
そ
ん
な
事
、
経
験

あ
り
ま
せ
ん
か
？

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります9 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈰ 13:30〜15:30 土器作りパートⅠ 300 高学年から

7日㈯ 9:00〜11:00 水辺の生物観察会（信濃川） 500 低学年から

8日㈰ 13:30〜15:30 アンギン編み 1,000 中学年から

12日㈭ 19:30〜21:30 星空観察会 300 低学年から

14日㈯ 13:30〜15:30 どんぐりのストラップ作り 500 高学年から

15日㈰ 13:30〜15:30 陶芸（花瓶作り） 800 高学年から

16日㈷ 10:00〜12:00 そば打ち 800 中学年から

21日㈯ 13:30〜15:30 土器作りパートⅡ 600 高学年から

22日㈰ 9:00〜15:00
津南の地質

～中津川流域の地層から見える津南～ 800 高学年から

23日㈷ 10:00〜12:00
縄文人は何を食べていたのだろうか？

～ヤブツルアズキ集め～ 300 低学年から

28日㈯ 9:00〜11:00 稲刈りとはざかけ 無料 低学年から

29日㈰ 9:00〜11:00 雑穀収穫 無料 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

中津川沿いの
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

山
の
噴
火
と
中
津
川
の
流
れ
が
作

り
出
し
た
中
津
川
渓
谷
。「
山
河
津
南
」の
フ
レ
ー

ズ
で
津
南
中
学
校
の
校
歌
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
見
玉
の
柱
状
節
理
を
反
里
口
側
か
ら
撮
影
）


